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１．はじめに 

濁川・小倉(2022)は探究過程の思考に存在する「不確かさ」

を体系的にまとめ，他者の思考に対して「不確かさ」を批判

的に指摘し合う指導法を開発し，これによって児童が「不確

かさ」に敏感になることを示している。この他，批判的思考

力の育成を目指した研究は多く見られるが，現実の場面で

学習者が批判的な思考態度を働かせることができているか

を調査した研究は管見の限り見当たらない。そこで，本研究

では「不確かさ」に気付くことができているかをリアルタイ

ムに測定・評価する動画コンテンツの開発を目指す。また，

小川ら(2017)の研究から，動画コンテンツを用いて「不確か

さ」を学ぶことが，批判的思考スキルの育成に有効であると

考え，測定・評価用のコンテンツと合わせて「不確かさ」を

学ぶ動画コンテンツを開発しようと考えた。 

２．目 的 

動画コンテンツを用いて批判的思考スキルを測定・評価

する手法を開発すること，及び批判的思考スキルを育成す

るための「不確かさ」を学ぶ動画コンテンツを開発すること

を目的とする。また，開発した測定・評価法を用いて，批判

的思考に関する指導の効果を評価すること，「不確かさ」を

学ぶ動画コンテンツの視聴による効果の検証を行う。 

３．方 法 

(1)動画教材の作成と授業の設計 

濁川・小倉(2022)がまとめた「不確かさ」の分類を基に，

探究過程で現れる「不確かさ」を意図的に含ませた動画

(video1, 2)と video1を用いて「不確かさ」を解説する動

画(解説動画)を作成した。合わせて，作成した動画コンテン

ツを用いて「不確かさ」を指摘・学習する授業を設計した。 

(2)調査方法 

評価の基準となる指標を得ることを目的に，理科教科書

に沿った標準的な指導を行っている埼玉県内公立 A 小学校

第6学年52名に対してvideo1，2に連続して指摘を行わせ

る調査を実施した(2024年2月)。 

また，一般の公立校である同県B小学校(2024年 3月)と

前述の濁川・小倉(2022)が開発した指導法の実践を行って

いる同県公立C小学校(2023年11月) のそれぞれ第6学年

を対象として，設計した授業を実施した。 

(3)検証方法 

 A校における動画に対する指摘を今後の測定・評価の基準

とするために，各動画に設定した「不確かさ」に対する指摘

数を得点とし，個人の得点が平均値50，標準偏差10となる

よう標準化した得点(以降，標準得点)を求めた。 

また，B 校 C 校の批判的思考スキルの実態を把握するた

め，及び，解説動画視聴前後の動画に対する反応を量的に分

析するために，A校の結果を基にした標準得点[=((個人の得

点-A 校の平均値)/A 校の標準偏差)*10+50]を求め，分析を

行った。 

４．結果と考察 

 A校の結果から，video1とvideo2に対しての標準得点の

間には高い相関関係が認められた。このことから，開発した

両動画は，同様の思考スキルを評価・測定したと考えられる。

また，今後，本動画コンテンツを用いることで，A校を基準

として評価を行うことが可能になると考えられる。 

また，C校の video1における標準得点が有意に高いこと

から，C校で行われてきた濁川・小倉(2022)の開発した指導

法の効果を確かめることができた。加えて，解説動画の視聴

によって，B校C校ともに指摘の標準得点が有意に上昇した

ことから，解説動画の視聴が批判的思考スキルの伸長に寄

与する可能性が示唆された。 

しかし，批判的思考スキルの育成はより長期的な指導と

効果の検証を行う必要があると考える。このためには，平時

の授業内で継続的に批判的思考スキルの育成を行うための

工夫が必要であり，先行研究等から特に発問の工夫に注目

している。今後，小学校卒業段階の批判的思考スキルの実態

を踏まえ，中学校において，発問を工夫した授業を開発し，

効果を検証する。 
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表1 B校とC校のvideo1.2に対する標準得点 

 

video1 video2 video1 video2

人数 52人 52人 65 人 65 人

平均得点 57.50 68.48 50.88 62.21

標準偏差 7.28 8.93 9.74 10.38

B校 C校


